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水稲葉 鞘部 にお・ける葉 間お よび葉 内空 隙の

形 態,生 理 に関 す る研 究

1.水 稲 に お け る一 般 的 観 察

瀬古秀文

Morphological and physiological studies on the 

 interfoliar and intercellular spaces in a part 

    of leaf sheath of paddy rice plants 

I . On the general observation in paddy rice plants 

            Hidefumi Seko

緒 言

高等 植 物 の形 態 形 成 に おい て,葉 お よび 花 芽 の分 化

生 長 は分枝 の 問題 な ど と共 に,農 学的 には そ れ らが 直

接 あ るい は 間接 に,乾 物 生 産 また は子 実 生産 に結 び つ

く ことか ら非 常 に 興 味 あ る問 題 で あ る.

と ころ で,イ ネ 科 作物 の葉 の 分化 生 長 に つ い ては 従

来 数 多 くのす ぐれ た研 究 が 報 告 され て きた.た と えば

Sharman,13)Abbe1>は トウ モ ロコ シ,山 崎 は水 稲,17,

18・19・20・21)宮里9)は 甘 蕪 を 材料 と して,形 態 学 的立 場

か ら葉 の分 化 生長 を追 求 して い る.し か しなが ら今 ま

で の 研究 はす べ て葉 自体 を対 象 と して 行 なわ れ て きて

い て,葉 鞘 に よつ て幾 重 に もと りか こ まれ た葉 鞘 基部

の ほ ぼ 中心 に あ る生 長 点 近 傍 の微 環 境 お よ び,そ れ が

稚 葉 の分 化 生 長 との 関係 に つ い て はあ ま り関 心 が は ら

わ れ て い なか つ た よ うで あ る.

と ころで,第1図 に 示 す よ うに,イ ネ科 作 物 に お い

て は,生 長 点 は 先 に分 化 した何 枚 か の 葉((n十2),(n

十1),(n),… …)に よつ て と りか こまれ て い て,生

長点 はそ の 中 で新 しい葉 を分 化 す る.そ して 分化 した

稚 葉(n十3)は 先 行 す る葉((n十2),(n十1),(n)

… …)に よつ て と りか こ まれ ,外 界 か ら隔離 され た環

境 の 中 で生 長 して い くと考 え られ る.

こ こで は,こ の よ うな稚 葉 と生 長 点 の 間,お よ び稚

葉 と稚 葉 の間 に存 在 す る空 間(A,B,C,D)を 葉

間 空 隙(Interfoliarairspace)と 呼 ぶ ことに し,こ

の葉 間空 隙 を 葉 の分 化 生 長 の行 な われ る場 で あ る と考

え た.な お,ま た この場 合,各 々の 葉 内 に存 在 す る空 隙

(Lysigenousintercellularspaceま た はLysigenic

airspaceとSchizogenousintercellularspace)4)

は現在までに知られている生理作用からして当然葉間

空隙とも何 らかの相互作用があるであろうと推察され

ることか ら,こ れ ら2つ の空隙をまとめて葉内空隙と

呼ぶことにし,稚 葉の分化生長におよぼす内部環境条

件の1つ として考えた(Schizogenousintercellular

spaceは 量的に少なく,測 定がきわめて困難であつた

ので・ここでは葉内空隙としては,Lysigenousint-

ercellularspace(Aノ)の みをとりあげた).

上述のよ うな考えの もとに,著 者はイネ科作物にお

いて葉の分化,お よび稚葉の生長が行なわれる生長点

近傍の空間に主に焦点を合わせ,そ の実態をまず把握

するために,水 稲を材料として生長点および稚葉が,

先行する葉によつてどのようにとりかこまれているか

を明らかにしよ うと試みた.

なお,本 研究は片山佃教授(現 名誉教授)の 指導の

もとで始められ,ひ きつづき伊藤健次教授の指導のも

とになされた ものである.こ こに厚く感謝の意を表 し

たい.ま た九州大学永松土巳教授,江 原薫教授 にはし

ばしば適切な助言をいただいた.さ らに島野至助教授,

井之上準助手か らは絶えず助言ならびに激励をいただ

いた.こ こに感謝の意を表わす次第である.

実 験 材 料 お よび 方 法

〔1〕材料の育成および採取

実験には特記する場合の他は,つ ぎのような方法で

育成した水稲を用いた.

苗 の育成には九州大学農学部作物教室で常用の育苗

箱に1cm×1cmの 飾を通 した砂質水田土壌を詰めた



第1図.水 稲 第n葉 抽 出時 にお け る生 長点 近 傍 の 縦断 面 な らび に 横断 面 図.

S:生 長点,(n十3):第(n十2)葉 よ り1枚 上 位 の葉 で 分化 後 ま もな い稚 葉,(n十2):第(n

十1)葉 よ り1枚 上位 の葉,(n十1):抽 出 しつ つ あ る葉(第n葉)よ り1枚 上 位 の 葉,n:外 部

に あ ら われ て い る最上 葉,例 え ば6葉 期 の 苗 では 第6葉 で あ る,(n-1)1抽 出 しつ つ あ る葉

(第n葉)よ り1枚 下位 の葉,(n-2):第(n-1)葉 よ り1枚 下位 の葉.

A,B,C,D:葉 と葉 の 問 に存 在 す る空 開 一 葉 間空 隙 と呼 ぶ こ と にす る.

Aノ:葉 の組 織 内 に存 在 す る空 間一 葉 内空 隙 と呼 ぶ こ とに す る.

ものを用いた.基 肥としては乾燥土壌10kg当 り硫安

59,過 燐酸石灰69,塩 化加里29を 施 した.

供試品種は極早生品種の農林15号,北 部九州に広

く栽培されているホウヨク,晩 生品種の農林18号 を

用いた.

種子は消毒,催 芽した ものを用い,播 種は3cm×

3cmの 間隔に1粒 つつピンセットで胚を .ヒ方に向け

てなされた.

材料の採取は上記の通りであつた.

なお,追 肥は農林15号 においては乾燥土壌10kg

に硫安3.3g,塩 化加里!.3gを 混ぜたものをあらか

じめ用意し,第4葉,第6葉,第8葉 抽出時に各3,

3,4kgず つ蓋肥として施した.

一方 ,ホ ウヨク,農 林18号 においては乾燥=土壌15

kgに 硫安59,塩 化加里29を 混ぜたものを第4葉,

第6葉,第8葉,第10葉i抽 出時…に各2,2,2,3kg

ずつ蓋肥として施した.

〔2〕切片作成部位

上記の要領にしたがつて採取した材料について,第

2図,第3図 に示された水稲葉鞘部の各部位における

横断切片を作成し空隙の量を測定 した。

すなわち,横 断切片を作成した部位は第2,3図 に

おける部位1,2,3,4,5,6,7の 位置である.

部位!:抽 出 しつつある葉を第n葉 とした場合,第

(n-1)葉 の葉節部の位置にあたる.

部位2:第n葉 の葉節部と部位1の 間を4等 分した

場合の上か ら一番目の位置にあたる.

部位3:第n葉 の葉節部と部位1と の間を4等 分し



第2図.水 稲 第n葉 抽 出時 の

葉鞘 部縦 断 颪 の模 式 図.

た場合の ヒか ら2番 円の位置にあたる.

部位4:第n葉 の葉節部と部位1と の間を4等 分 し

た場合の上か ら3番 日の位置にあたる.

部位5:抽 出 しつつあるtt,第n葉 の葉節部の位置

にあたる.

部位6:第(n-一 一2)葉 の先端と生長点の先端}部の巾

問点の位羅にあたる.

部位71生 長点の先端部の位置にあたる.

L3〕横 断切片の作成方法

部位1～ 部位4の 横断切片は薄]究の両刃安全カミソ

リを用い,徒 手にて作成 した.

一方,部 位5～ 部位7の 横断切片 は ミクロトーム

法15)に よつて作成した.こ の場合,ま ずFAA固 定

液にて固定 し,30%弗 化水素水で軟化,そ の後第三級

ブチールアルコール法 にて脱水し,パ ラフィン誘導

後,回 転式 ミクロトームにて20～25μ の厚さの切片

を作戊した.な お,染 色は脱水最終過程に1%ク リス

タルバイオレットで行なつた.

〔4〕葉間および葉内空隙の測定方法

ユから7ま での各部位の横断面における葉組織,葉

問空隙,葉 内空隙のしめる量の測定は,ま ず横断面の

写真版を作成 し,つ ぎにそれを葉組織,葉 間空隙,葉

内空隙別に切り抜いてそれぞれの重量を測定する方法

によつた.

第3図.第2図 に お け る 部位

5以 下 の葉 鞘 部 の 拡 大図.

すなわち,各 横断切片を写真撮影 し,複 写印画紙に

焼付け,風 乾した.風 乾後,葉 組織,葉間 空隙,葉 内

空隙別に切 り抜き,800Cで24時 間乾燥,そ の後デシ

ケーター中で冷却し,そ れぞれの重量を自動天秤で1

mgの 単位まで測定した.

実 験 結 果

口〕葉鞘部各部位における葉間および葉内空隙

水苗代で育成したホウヨク第6葉 抽出時の苗を材料

に用いた.部 位1か ら7ま での横断面の写真版につい

て測定した結果は第1表 に示す通 りであつた(写 真1

参照).

第1表 より,ま ず各部位の横断面における全空隙

第1表.水 稲葉鞘部各部位における葉組織

および空隙の割合(%).

(ホウ ヨク,第6葉 抽出時)



(葉 間空隙 十 葉内空隙)の しめる割合をL部 から下部

へ部位別にみてみると,部 位1(第5葉 の葉節部の位

置にあたる)で は16.5%で あつたが,部 位2で は重

直分布における最高の35、4%,部 位3,4で はやや

減少し30～35%,さ らに基部に近い部位5(第6葉

の葉節部の位置にあたる)で は部位2,3,4に 比べ

て大巾に減少し,11.3%と な り,さ らに部位6で は

9.3%,部 位7(生 長 点の先端部の位置にあたる)で

は8%と 漸次少なくなつた.

そ こで,つ ぎに葉間空隙と葉内空隙それぞれについ

てみると,ま ず葉間空隙は,部 位!で1.6%と 垂直分

布中最 も少なかつたが,部 位2で は6.0%と 多 くなり,

部位3で は垂直分布中最高の7・796と なつた.と ころ

が部位4で は4.6%,部 位5で は3.3%と 漸次少なく

なつたが,部 位6,7で は約6%で 部位5よ りやや多

かつた.一 方,葉 内聖隙は部位1ユでは約!5%で あつ

たが,部 位2,3,4で は26～29%と かなり多 く,

それ以下では部位5の8%,部 位6の3%と 漸次少な

くなり,部 位7で は2%と なつた.

以上の様相を模式的に示したものが第4図 である.

なお,こ の図においてはすべての値が実測値である.

第4図 より,横 断面の大 きさ(葉 組織1一葉間空隙+

葉内空隙)は,部 位1～ 部位2,3と 基部に1何うにつ

れて大 きくなり,部 位3を 境に部位4で 小さくなり,

部位5,6,7で 著 しく小さくなつている.な お,こ

の図からも,部 位5に おいては,葉 間空隙はそのしめ

る割合と同様に,実 際の量 も若干少なくなり,部 位

6,7で 少 し増加することが うかがえる.

「2〕1プ ラストクローン内における葉間および葉内

空隙

1つ の葉原基が生長点の側部に現われてか ら,つ ぎ

の葉原基が現われるまでの期間,す なわち1プ ラスト

クローンの閥に,生 長点の形態は著しく変化すること

が知 られている.川 それ故,各 部位における空隙の様

第4図.各 部 位 にお け る葉間 お よび 葉 内空 隙 の 模式 図.



相にも何らかの変化があることが予想されるわけであ

る.

そ こで,材 料にはファイトトロンの25℃ 室で育て

たホウコクを用い,第3葉 が抽出しはじめてか ら第4

奨が抽出しはじめるまで,お よび第6葉 が抽出しはじ

めてか ら第7葉 が抽出しはじめるまでの,そ れぞれの

1ブ ラストクローン内における各部位の葉間および葉

内空隙の変化について実験した.供 試した苗の発育段

階を葉令指数8)で示せば,第3葉 期のものは3・0,3・3,

3.5,3.7,4.0.第6葉 期のものは6.0,6.3,6.5,6.7・

7.0で あった.そ の結果,第3葉 期における各部位の

空隙の変化は第6葉 期における変化とほぼ同様の傾向

を示 し,1プ ラストクローン内における各部位別の空

隙の変化は葉令指数の増加に伴つて平行的であつたの

で,特 別の場合を除き,こ こでは葉令指数6.0,6.5,

7.0の 時期について述べることにする.

まず,各 部位における葉令指数に伴 う空隙の変化を

第2表 に示した.

第2表 よりまず葉間 空隙のしめる割合についてみる

と,葉 令6.0の 苗では部位1か ら4は4～7%,部 位

5か ら7は1～3%前 後であつたが,生 育が進んだ葉

令6.5の 苗では部位1で は12・3%と 極端に多 くなつ

た.と ころが部位2お よび4で は逆に少なくな り,部

位6お よび7で はほぼ同じ2%で あつた.

さ らに生育が進んだ葉令7・0の 苗についてみると,

部位1で は1・4%と 再び少なくな り,部 位2か ら4ま

では5～8%と 葉令6.0の 苗 とあまり変らなかつたが,

部位5で はやや少な く,部 位6,7で は3%近 くで,

葉 令6.0の 苗に比べてやや多いようであつた・

このように部位!に おいては,1プ ラストクローン

内で葉令の進んだ苗ほど葉間空隙のしめる割合が多く

なるよ うであつた.

つ ぎに,葉 内空隙の しめる割合についてみてみる

と,葉 令6.0の 苗においては部位1～4で は20～30

%,部 位5～7で は少なくて10～12%程 度であつた.

と ころが葉令6.5の 苗では部位1で かなり少なくてほ

ぼ6%で あつたが,部 位3,4で は35%,部 位5,

6,7に おいては15～29%と 葉令6.0の 苗よりも多

かつた.ま た,葉 令7.0の 苗 は6.0の 苗 にくらべて,

部位2～4で32～41%と 多かつたが,部 位6,7で

はほぼ同じくらいであった.

今 までの葉間空隙は葉鞘部基部全体に存在する量で

あつたが,つ ぎにはそれらを各々に分けて生長点なら

びに発育段階の異なる数個の稚葉をそれぞれ直接にと

りかこむ空隙についてみた.

第5図 一Aは水稲第n葉 抽出時の 苗における生長点

近傍の葉鞘部基部の縦断面の模式図である.こ こで葉

鞘部基部に存在する葉間空隙を細分して,生 長点を直

接 とりかこんでいる空隙をAと し,そ れより外側に存

在する空隙を順次B,C,Dと す ることにし,そ の実

測値を第5図 一Bに 示した.

第5図 一Bよ り,ま ず生長点近傍(部 位6,7)に お

ける葉間空隙の総和(A十B十C十D十E)に ついて

みると,葉 令6.0か ら葉令が進むにつれてその量は次

第に多 くなり,葉 令6.7で もつとも多くなつたが,葉

令7・0で は再び少なくなるような傾向がみ られた.

第5図 一A.水 稲 第n葉 抽 出 時 に お け る生 長

点 近 傍 の 縦 断 面模 式 図.

A,B,C,D,E:葉 間 空 隙.

第2表.1プ ラス トク ロー ン内 にお け る葉間 お よび 葉 内空 隙 の しめ る割合 の変 化(%).

(ホ ウ ヨク)



第5図 一B.葉 令 の異 な る苗 にお け る生

長点 近 傍 の 葉間 空 隙 の模 式 園.

つぎにおのおのの葉間空隙についてみれば,葉 令が

進むに つれての 変動は,塗 長点近傍の空隙ほど小さ

く,な かでも生長点を直接にとりか こむ空隙(A)は

葉令6.0か ら7.0ま での間,す なわちユプラス トクロ

ーンの 間でほとんど一定であった.こ れらの ことか

ら,葉間 空隙の総和が葉令6.0か ら7.0ま での1プ ラ

ス トクローンの間で変動したのは,主 に空隙C,Dお

よびEの 変動によるものであることがわかる.

以上のように,1プ ラス トクローン内において,葉

間,葉 内空隙のしめる割合は,そ の始期における垂直

分布が別の1プ ラストクローンの始期におけるのとほ

ぼ同様のパターンを示すこと,お よび特に生長点近傍

の空隙量に変動のないことより,以 後の実験において

は,任 意の葉が1枚 下位の葉の葉節部より抽出を開始

しはじめる時期の苗(6葉 期の苗では6.0葉)を 用い

ることにした.

〔3〕苗令の異なる苗における葉間および葉内空隙

水稲においては苗令が進むにつれて草丈は高く,葉

鞘部の大 きさも大きくなるが,そ れとともに体内では

生理的変化が起こり,や がては生長点において幼穂を

分化するにいたる.そ こで水苗代で育てたホウヨクの

第3葉 抽出時(幼 苗期),第6葉 抽出時(中 間期)お

よび第9葉 抽出時(幼 穂分化直前期)の 苗を用いて苗

令の違いと空隙との関係について調査した.結 果は第

3表 に示す通 りであつた.

第3表 より,ま ず各部位の横断面における全空隙の

しめる割合をみると,部 位1か ら4ま では,第3葉 抽

出時の苗で11～18%で あつたのに対し,第6葉 抽出

時および第9葉 抽出時の苗では17～40%で あつた.

ところが部位5,6,7で は,第3葉 抽出時のIFIIiは8

～14%で あつたのに対し,第6葉 抽出時の苗では8

～11%,第9葉 抽出時の苗では4～8%と 逆に少な

かつた.

そ こで,つ ぎに全空隙の中で葉間空隙についてみる

と,部 位1～4ま では第3葉,第6葉 および第9葉 抽

出時の苗の間には,そ のしめる割合において大 きな差

はなく苗令との関係はみられなかつた.と ころが,部

位5～7ま ででは,第3葉 抽出時 の苗では3～5%

で,第6葉 抽出時の苗の6%と ほぼ同じであったが,

第9葉 抽出時の苗では1～2%で,最 も少ない割合で

あつた.一 方,葉 内空隙は部位1～4に おいては第3

葉抽出時の 苗で8～14%で あつたが,第6葉 抽出時

の苗では15～29%,第9葉 抽出時の苗では14～32%

と,と もに第3葉 抽出時の苗の約2倍 の割合であつ

た・ところが,部 位5～7に おいては第3葉 抽出時の

苗では4～!1%で あつたのに対し,第6葉 抽出時の

苗で2～8%,第9葉 抽出時の苗で2～7%と 部位1

～4に おける場合とは逆で,苗 令が進むにつれて葉内

空隙のしめる割合はやや少なくなるような結果であつ

た.こ のように葉内空隙のしめる割合の苗令による変

化は,全 空隙のしめる割合の苗令による変化とほぼ似

た傾向を示した.

つ ぎに,生 長点ならびに発育段階の異なつたいくつ

かの葉それぞれを直接にとりまく空隙が苗令の違いに

よつてどのように変化するかを調べてみた.

第3表.各 苗 令 にお け る葉間 お よび 葉 内 空 隙 の しめ る割合 の変 化(%).



策6図.苗 令 の 異な る苗 に お け る生 長 点

近傍の葉間空隙の模式図.

第6図 か ら,ま ず生長点,第(n十4)葉,第(n

十3)葉 を直接とりか こむ空隙量(A)は,第3葉 抽出

時のIViでは第6葉,第9葉 抽出時のものに比べ て少な

く,第6葉 抽出時の苗 と第9葉 抽出時の苗では同じぐ

らいであつた.つ ぎに第(n十2)葉 を直接1ことりま

く空隙(A十B),第(n十1)葉 を直接とりまく空隙

(B十C)お よび第n葉 を直接 とりか こむ空隙(C十

D)に ついてみれば,い ずれ もほぼAと 同様で,第3

葉抽出時の苗では第6葉,第9葉 抽出時の苗における

より少なかった.

一方 ,第6葉 抽出時の苗と第9葉 抽出時の苗にっい

てみれば,(A十B)は 部位5な らびに部位7に おい

て,(C十D)は 部位7に おいて,そ れぞれ第6葉 抽

出時の苗で第9葉 抽出時の 苗よりやや多かつた.な

お,い ずれの苗令あるいは部位においてもA<(A十

B)<(B十C)<(C-1-D)の 順であつた.

〔4〕異なる品種の苗における葉間および葉内空隙

つぎに出穂期の異なる水稲品種間に おいて空隙のし

める割合が違うかどうかを農林15号,ホ ウヨクおよ

び農林18号 の3品種 を用いて比較した.

1.第4葉 抽出時

1水苗代で育てた農林15号,ホ ウヨクおよび農林18

号の第4葉 抽出時の苗を用いた.な お,農 林15号 で

は第4葉 抽出時は幼穂分化直前期であつた.結 果は第

4表 に示す通りであつた.

第4表 によれば,横 断面における全空隙のしめる割

合の部位別変化は農林15弓 ・,ホウヨクおよび農林18

}ナの3品 種においてほぼ似た傾向を示した.そ こで,

まず各部位における3品 種の全空隙のしめる割合をみ

れば,部 位 ユではほぼ10～13%で あつたが,部 位2

では20～23%と やや増加し,部 位3で は20～28%,

部位4で はやや少なく18～23%で あった.以 上の部

位 ユ～4に おいてはホウヨクが他の2品 種よりやや少

なかつた.部 位5で は部位4よ りさらに少なく8～12

%と な り,部 位6で は5～8%,部 位7で は4～6%

であつた.な お,部 位6,7で は部位1～4と は逆に

ホウヨクにおいて他の2品 種より全聖隙は多かつた.

っ ぎに,全 空隙を葉間空隙と葉内空隙にわけ,ま ず

葉間空隙についてみると,部 位1で は農林15廿 で4

%と ホウヨクの1%,農 林18号 の3%よ り少し多

く,部 位2で は3品 種ともIidじ5%で あった.と ころ

が部位3と4は ほとんど同じ傾向で,農 林15号 は8

～9%と ホウコク,農 林!8F-)'一の5～6%よ り多かつ

た.さ らに部位5で は農林15}ナ,ホ ウヨクの3%に

対し農林15号 は4%と やや多く,部 位6で は逆に農

林18甘 の2%,農 林15U・ の3%に 対 しホウヨクは5

%と やや多かつた.部 位7で は2～3%で3品 種とも

ほとんど同じであつた.

一方,葉 内空隙についてみると,部 位1で は農林!5

号,ホ ウヨクおよび農林18号 ともほぼ同じで8～9

%で あつたが,部 位2で は農林15号,農 林18号 の17

策4表.水 稲3品 種 にお け る 葉間 お よび 葉 内空 隙 の しめ る割 合(%).



～18%に 対 してホウヨクでは 拓%,部 位3で も農林

15号 の20%お よび農林18}ナ の17%に 対 してホウヨ

クは約14%で 少なかった.部 位4で は農林i5号 の14

%,ホ ウヨクの13%に 対 し農林18号 は!7%と 多 く,

部位5で も農林15号 の4%,ホ ウ ヨクの6%に 対し

農林18号 では8%と 多かつた.と ころが部位6で は

3品 種 とも3%で 変 らず,部 位7で は農林15号 は2

%,農 林18号 は3%,ホ ウヨクは4%で あつた.

つ ぎに,葉 禰部基部における葉間空隙をA,B,C,

Dそ れ ぞれに分解して,そ の各聖隙量を農林!5号,

ホウヨクならびに農林18号 の3品 種について比べてみ

た.結 果は第7図 に示す通 りであつた.

第7図 によれば,横 断面 における葉間空隙の 総和

(A十B十C十D)は ホウヨクで もっとも多く,農 林

15号 と農林18号 ではほほ圃じくらいであつたが,ま

ず生長点,第(n十4)葉,第(n十3)葉 を直接に

とりかこむ空隙Aは,3品 種 とも全く同じであつた.

と ころが第(n十2)葉 を とりかこむ空隙(A十B)

は,部 位6で 農林15号 がやや少ない他は3品 種とも

ほとんど同じであつた.

つ ぎに,第(n十1)葉 を とりか こむ空隙(B十C)

は,ホ ウヨク,農 林15号,農 林18号 の順であつた.

また,抽 出しつつある葉,第n葉 を直接とりまく空隙

(C十D)は,ホ ウヨクに比べて農林15号,農 林18

号で は部位6,7に おいて特に少なく,農 林15号 と

農林18号 ではほとんど同じくらいであつた.

2.第2葉抽出時

第4葉 抽出時の苗においては,横 断面に対する葉組

織,葉 間空隙および葉内空隙のしめる割合,な らびに

生長点で分化してまもない葉を直接にとりかこむ空隙

の人 ききは,こ こで供試した3品種 岡にはほとんど差

はなく,ほ ぼ似た傾向を示すことがわかつた.し かし

なが らここで問題 となるのは,比 較を行なつた苗令の

第4葉 抽出時が農林15}}で は幼穂分化直前期であっ

たのに対 し,ホ ウヨクおよび農林1.8}-J・では幼苗期で

あったことである,す なわち第4葉 抽出時は,外 見L

の令(葉 数)は3品 種において同じであつたが,出 穂

までの葉数がそれぞれ異なるので,品 種によつて内的

な令は異なっていたことになる.そ こで,も っぱら胚

乳養分に依存していて,ま だ品種間にほとんど難がみ

られない時期であろうと考えられる第2葉 抽出時の苗

について,農 林!5号,ホ ウヨクおよび農林18号 の比

較をした.

なお,こ こでは葉鞘部」=部の代表として部位2,生

長点に近い部位の代表として部位6を えらび,そ の各

部位における空隙のしめる割合についての糺果を第5

表 に示した。

第5表 からわかるように,ま ず全空隙のしめる割合

は,部 位2に おいては10～!2%で3品 種ともほぼ同

じであったが,部 位6に おいては農林15弓,農 林18

号の7%に 比べてホウコクでは1Q%で やや多かつた.

策5表.水 稲3品 種の第2葉 抽出時に

おける葉間および葉内空隙の

しめる割合(%).

鐸∫7図.異 な る品種 の苗に お け る生 長点 の身箋間1盤隙 の 模ゴこ図,



つ ぎに葉間 空 隙 に つ い てみ る と,部 位2に お い て は農

林 コ5号 は7%,ホ ウ ヨク は6%で,共 に 農 林18号 の

4%よ りやや 多 か つ た.と ころ が部 位6に お い て は農

林15}},ホ ウ ヨ クお よ び農 林18号 の3品 種 と も,4

～5%で ほ ぼ 同 じ く らい で あ つ た .… 方,葉 内空 隙 に

つ い てみ る と,部 位2で は 農林15}.J-,ホ ウ ヨ クの5

%に 対 し農林 コ8}ナ は7%と や や多 か つ た.と ころが

部 位6で は農 林15号,農 林18.}}の3%に 対 し,ホ ウ

コク は5%で やや 多か つ た.

この よ うに第2葉 抽 出 時 に 素5いて比 較 した場 合 も,

葉 組 織,葉間 空隙 お よ び 葉 ドヨ空 隙 の しめ る割 合 は,第

4葉 抽 川 時 の苗 に お い て比 較 した 場 合 と同様,醍 林15

り隔,ホ ウ ヨ クお よび 農林!8号 と もほ ぼ似 た傾 向 を 示

した.

摘 要

1)イ ネ科植物において,葉 と葉の間に(r:在する空

隙を葉間空隙と呼ぶことにし,こ の空隙を葉の分化生

長が行なわれる場であると考えた.一 方,葉 の組織内

に存在する空隙を葉内空隙と呼ぶことにし,こ れは.葉

問空隙および葉の分化生長に影響をおよぼす体内微環

境の!っ と考えた.そ して,こ こにおいては水稲を材

料に用いてそα)実態を明らかにした.

2)水 稲藁附部各部位1こおける全空隙 .(葉間空隙十

葉内空隙)の しめる割合は,部 位!か ら3に かけて漸

次増加したが,部 位4で やや減少し,抽 出葉の葉節部

にあたる部位5で さらに 減少して最少となり,部 位

6,7で は逆にやや増加する傾向がみられた.

3)1プ ラストクローン内における空隙の変動をみ

るために葉令6.0,6.3,6.5,6.7わ よび7.0の5段

階の水稲苗について調渥した結果,葉 鞘部上部におい

ては大きかつたが生長点を直接とりかこむ空隙量は,

菓令の変化に関係なくほぼ一定であつた・なわ,全体

としてみれば葉醐空隙は1プ ラストクローンの始期で

は少なく,.葉令がすすむにつれて増加する傾向力{みら

れた.ま た,葉 内空隙のしめる割合 も葉令がすすむに

つれて増加することがわかった.

4)'苗 令の違いによる空隙の変化を第3葉,第6葉

および第9葉 抽出時のlllllについて調査 した結果,葉 鞘

部上部(部 位1～4)で は葉間空隙に1;よほとんど差は

なく,一 方,葉 内空隙は臨令がすすむにつれてそのし

める割合は増加する傾向がみ られたが,第6葉 抽出時

の侑と第9葉 抽出時の苗の問にはほとんど差がみられ

なかつた,葉 鞘部基部 倍[1位5～7)に おいては葉周

聖隙と苗令との関係には ・・定の何1向はみられず,葉 内

空隙は葉令がすすむにつれて減少する傾向を示した,

なお,生 長点を直接にとりかこむ葉間空隙は第3葉 抽

出時で少なく,第6葉,第9葉 抽出時では同じぐらい

であった.

5)出 穂期の異なる水稲品種間において,空 隙の様

和が変わるかどうかを麗林15号,ホ ゥヨクおよび農

林18号 を用いて調査した結果,葉 闇および葉内空隙

のしめる割合は各部位において多少の違いはみられた

が,3品 種ともほぼ同じような傾向を示 した.ま た,

葉 鞘部基部における葉間空隙を分解してみたところ,

生長点ならびに分化後まもない稚葉をとりかこむ雄長

点近傍の空隙の量は3品 種ともほぼ同じぐらいであつ

た.

なお,生 長のかな りすすんだ第(n+ユ),第n葉 を

とりかこむ空隙の量はホウヨクでやや多い傾向がみら

れた。
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                                     Summary 

   Rice plant body is consisted of some matured leaf sheaths and some growing young leaves , 
and the shoot apex exists in the most inner part of the plant body, i.e. the shoot apex is 

surrounded by those growing young leaves  and matured Ieaf sheaths. 

   In the plant body two kinds of air space, the interfoliar air space and the intercellular air 

space or Iysigenic air space, exist. The former exists between matured leaf sheaths and growing 

young leaves, and the latter exists in matured leaf sheaths and in growing young leaves. 

   The author thought that these air spaces might have some effects on the growth of young 

leaves. In this study, the volume and percentage against the cross section of these air spaces 

were examined. 

   The following results were obtained. 

   1. Rice seedlings of 6.0, 6.3, 6.5, 6.7 and 7.0 leaf stages were used to investigate the change 

of air spaces from the beginning to the end of 1 plastochrone. The change of the volume of air 

spaces within 1 plastochrone was great at the upper portion of the plant body and no signi-

ficant change was observed at the basal portion. Each percentage of interfoliar and intercellular 

air spaces against the cross section was little at the beginning of plastochrone and increased 

with the proceeding of plastochrone. 

   2. Rice seedlings of 3, 6 and 9 leaf stages were used to examine the change of air spaces 

with the seedling growth. The volume of interfoliar air space in the plant body did not change 

with the growth of rice plant. On the other hand, the volume of intercellular air space 

somewhat increased with the growth of rice plant. The change of percentage of the air spaces 

against the cross section with the growth of plant was the same as the volume of the air spaces . 
   3. The volume of interfoliar and intercellular air spaces and the percentage of the air 

spaces against the cross section did not vary in three varieties (Norin No. 15; early maturing 

variety, Hoyoku and Norin No. 18 ; late maturing varieties). 

   4. The volume of interfoliar air space surrounding the shoot apex directly was almost 

the same in all cases.
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